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私たちは、

2014 年 8 月 7 日から 9月 14 日まで

1か月余りイギリスのリーズで過ごしました。

その時の様子や感じたことを

これからお見せしようと思います。



～応募まで～

まず説明会に参加してください。

この研修に行って実際どうだったかを昨年度参加者から聞くことが出来ます。

実際に行った人の声を直接聞ける良い機会です。

私は２回生の時も応募しその時は行くことが出来ず、

３回生の時行けることになったので、

行きたいと思う気持ちがあるなら落ちることを恐れずに応募してみることをお勧めします。

落ちた場合もその後どういった所が自分に足りなかったかを先生が教えて下さるので、

２回生から積極的に応募してみてください。

How to take part in this programme



～面接～

書類選考もありますが、そこであまり人数は減らないので、

面接が重要であると思います。

日本語でも英語でも面接をされます。

英語での受け答えが特にうまくできなくても気にすることはないと思います。

私はうまく話すことが出来ませんでした。

何か伝える姿勢を示すことが大切かと思います。

この時にしっかりとなぜこの制度を利用して、留学をしたいのかを伝えられれば良いと思います。

～事前ミーティング～

合格者と担当の先生で事前に５回程度ミーティングをしました。

このうちの一回は昨年度参加者と話すことが出来るので、

その時に持って行った方がよかったものや、昨年の様子を聞くことが出来、

心の準備も少しずつすることができました。

参加決定からリーズ出発までとてもあっという間に感じました。

出発するまでは不安がたくさんありました。



Homestay

食事は、平日は朝と夜、

休日は朝・昼・晩作ってもらえます。

また、旅行に行く場合は

お弁当にサンドイッチなどを作ってもらえる場合もあります。

食事の過不足や内容については、

ホストファミリーと相談できます。



ステイ先によっては、ペットや子供がいたりします。

事前に確認できるのでアレルギーがある人などは

気を付けてください。また、掃除は週に 1回行うなどの

ハウスルールがあることもあります。



University of Leeds The Language Centre

研修期間中はリーズ大学の Language Centre に通い、英語を学びます。

初日にガイダンスとクラス分けテストを受け、それぞれのクラスに配属されました。

授業は月～木曜日は 90 分の授業を 3コマ、金曜日は 2コマで、土日は休みです。

週ごとに Weekly Topics が設けられており、そのテーマに沿って授業が進められました。

　　Morning Afternoon

8/11-15 Stories The Leeds Project

8/18-22 Culture and Customs Great Britons

8/25-29 Education (Work Shop)

9/1-5 The World of Work and Business
Mini Movie Proect

9/8-12 Entertainment

授業の中ではディスカッションをしたり、それぞれが調べてきたことを発表したり、

クラス全員で 1つのムービーを作ったりして、たくさん英語を話す機会がありました。

クラスには様々な国から来た人がいましたが、私たちの年はどのクラスもアラブ系の人と日本人が多かったです。



授業のほとんどは、左の写真の Parkinson Building で受けました。

歴史ある建物で、リーズ大学のシンボルでもあります。

大学の前にはたくさんカフェなどがあるので、

ランチはそこで食べていました。

Mini Movie Project では、クラスみんなで台本を考え、

演技もしてドラマを作りました。国や文化の違いから

意見がぶつかり合い、なかなか作業が進まないことも

多々ありました。



Trip in the UK

授業がない金曜日の午後や土日を使って、毎週イギリス中を旅しました。

ホストファミリーと出かけたり、語学学校でできた友達と出かけたり、一人旅をしたりして、

リーズとはまた違う様々なイギリスを見ることができました。

地域によって雰囲気も建物も人も全然違うので、とても面白かったです。

旅の途中でトラブルに巻き込まれて大変だったこともありましたが、

それも今ではいい思い出話だし、旅の醍醐味だなと思います。

とても素敵な場所がたくさんあったので、

みなさんにもぜひ色々な都市を訪れてみてもらいたいです。

直前になるとホテルを探すのも大変なので、

早めに計画して予約しておくことをおすすめします。

それでは、私たちが週末に訪れた場所をいくつかお見せしたいと思います。



York

ヨークまでは、リーズから電車で３０～４０分で着き、

とても近く可愛らしい町でした。

１日あれば十分楽しめました。

アフタヌーンティーの有名なお店 Bettys があります。

（写真左上）

結構並んでいたので朝早めに行くことをお勧めします。

またハリーポッターのダイアゴン横丁のモデルになった

通りもありました。（写真右下）

写真右上はクリフォーズ・タワーです。

写真では全く伝わっていませんが、

とても大きくここからヨークの町が一望できます。

写真左下は大聖堂です。

これも写真では伝えきれない大きさで、

日本では見られない建築だったので感動しました。



Liverpool

ヨークから電車で２時間弱で行け日帰りで楽しめる海辺の町です。徒歩で街中を散策することが出来ました。

ビートルズ博物館があるアルバート・ドックにはにも様々な博物館などがあります。

また、世界最大級の英国国教会系の大聖堂があります。大きさに圧倒されました。（右の写真右上）

もう一つ大聖堂があり（右の写真左上）違うタイプの大聖堂を見ることができてとても楽しかったです。

中では音楽もなっており、音の響きにも感動しました。



リーズから電車で２～３時間で着きます。

見るところもたくさんあるのでバンクホリデー（祝日）

を利用して行くのもいいかもしれません。

バッキンガム宮殿の見学は夏の２か月間しかしていないので、

ぜひこの機会に行ってみてください。

豪華絢爛できらびやかな世界が広がっていました。

有名な場所がたくさんあるのでどこに行くか迷いました。

そのため事前にある程度計画を立てて、

効率よく観光できるように考えることに苦労しました。

バスも地下鉄も便利です。

地下鉄は数分おきに来ていたのでとても助かりました。

オイスターカードを購入すると交通費が抑えられると思うので、

そういったことも調べてから旅行を楽しんでください。

London



言わずと知れたサッカーの名所。サッカーに興味がなくても、
ショッピング街・博物館・大学など楽しめる場所はたくさんあります。

Manchester

マンチェスター ・ ピカデリーステーション

コーンエクスチェンジ 国立サッカー博物館

マンチェスター博物館の展示



Inverness

ネッシーで有名なスコットランド北部の都市。

あちこちでネッシーを目にします。

イングランドとは異なる文化や英語の発音に触れることが出来ます。



Scarborough

イングランドの東海岸の観光地。

海と山と城跡があり、ロバがいます。

2014 年のリーズ研修では、

スクールトリップとしていったので学校からバスが出て、

クラスメイトと一緒に行きました。

山頂からの景色

城の周りには

きれいな草原が広がっています。

スカーボロ城



Whitby

ウィットビーは北海に面した港町。

海の横にはすぐに丘があり、丘に沿って所狭しと建てられた建物が並ぶ街並みがかわいいです。

その街並みを抜けて丘に登ると、ウィットビー・アビーという修道院跡があります。

天気にも恵まれ、芝生とウィットビー・アビーと海と空のコントラストがとてもきれいで感動しました。

また、ドラキュラ誕生の地でもあるそうで、ドラキュラにちなんだグッズやイベントもありました。

港町ということで、フィッシュ＆チップスがおいしかったです。



Edinburgh
エディンバラはスコットランドの首都です。

駅を出るといきなりハリーポッターに出てきそうな街並みが広がっていました。

色んな所でバグパイプ（スコットランドの楽器）を吹いていたり、キルト（スコットランドの伝統衣装）を着た人がいたり、

イングランドとはまた違った文化を味わうことができて面白かったです。

新市街から眺める旧市街が、昼、夕景、夜景とそれぞれ全く違う表情を見せていて

きれいで、とても魅力的な街でした。



このプログラムに参加したことで

様々な国から来た友達もでき、

ホームステイや語学学校では

日本にいては知らなかったことをたくさん教えてもらい、

たくさん旅をして色々な文化を見ることができました。

何より、毎日英語を話すことで語学力が伸び、

以前より自信を持って英語を話せるようになったと思います。

とても充実した 1か月でした。

とてもいい経験をさせてくださった先生方や学務課の方々、

本当にありがとうございました。


